
年間授業計画様式例

足立高等学校　令和６年度　教科地理歴史　科目世界史A　年間授業計画

教　　　科： 地理歴史　 科　　　目： 世界史A　　単位数：　2単位

対象学年組： 第４学年A組～C組）　　

教科担当者：　志賀尚司

使用教科書：（改訂版　現代の世界史A　山川出版社）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

使用教材  ：（プリント教材、掛図,ビデオ教材）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

指導内容 科目世界史Aの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

10ヨーロッパ世界 東ヨーロッパの歴史的風土と歴史的展開について理解を深める。 授業内容の到達度テスト等を
定期的に実施する。

７
月

ヨーロッパ世界の変容

西欧封建社会の解体の歴史的展開について理解を深める。

4授業内容の到達度テスト等を
定期的に実施する。

10授業内容の到達度テスト等を
定期的に実施する。

古代ローマについて、歴史的事項と社会状況の認識を深める。 授業内容の到達度テスト等を
定期的に実施する。

10４
月

ヨーロッパ世界

５
月

ヨーロッパ世界 ローマ帝国の解体と中世の西欧社会の成立について理解を深める。

６
月



指導内容 科目世界史Aの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

月

16世紀の西ヨーロッパ

ルネサンス・宗教改革の、ヨーロッパにおける展開と影響について理解を深める。

10

月

絶対主義の展開

絶対主義の特質と展開について理解を深める。

10

８
月

0

９
月

イスラーム世界の」再編成

オスマン帝国・ティムール朝・サファヴィー朝・ムガル帝国の展開について理解を深め
る。

10授業内容の到達度テスト等を
定期的に実施する。

１
月

月

市民革命の展開

市民革命の特質と展開について理解を深める。

8

6

授業内容の到達度テスト等を
定期的に実施する。

近代民主主義国家について

近代民主主義の特質と展開について理解を深める。

授業内容の到達度テスト等を
定期的に実施する。

授業内容の到達度テスト等を
定期的に実施する。

授業内容の到達度テスト等を
定期的に実施する。

12

11

10



指導内容 科目世界史Aの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

３
月

２
月


